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物  質  名 tert-ブチル=ヒドロペルオキシド ＤＢ－39 

別  名 
6-ブチルヒドロペルオキシド、
1,1-ジメチルエチルヒドロペル
オキサイド 

構 造 式 

 

CAS番号 75-91-2 
PRTR番号 第 2種 62 
化審法番号 2-224 
分子式 C4H10O2 分子量 90.12 
沸点 35℃（20 mmHg）1) 融点 －8℃ 1) 
蒸気圧 5.47 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 3.69 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 0.94（推定値）3) 水溶性 1.97×104 mg/L（25℃、推定値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 320 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 370 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 1,800 mg/m3 (4hr) 5)  
 ラット 吸入 LC50 1,800 mg/m3 (4hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、22、44、88、175、350 mg/kg/dayを 14日間（うち 12日間投与）強制経口投与し
た結果、44 mg/kg/day 以上の群の雌雄の前胃で過形成、炎症の増加がみられ、用量に依存し
て重症化した。88 mg/kg/day以上の群の雌及び 175 mg/kg/day以上の群の雄で肺の炎症、175 
mg/kg/day以上の群の雌雄の腎臓で石灰化や腎症がみられ、350 mg/kg/day群の雌雄で体重増
加の著明な抑制、食道で過形成、炎症などの増加、胸腺のリンパ系組織の壊死がみられた 6) 。

この結果から、NOAELを 22 mg/kg/day（曝露状況で補正：19 mg/kg/day）とする。 
・ラットに 0、3、10、30 mg/kg/dayを交尾前 2週から妊娠 21日または 22日まで約 6週間強制
経口投与した結果、10 mg/kg/day 以上の群の雄で血清中のビリルビン濃度の用量に依存した
上昇、30 mg/kg/day 群の雄で網状赤血球数の減少がみられたが、雌では影響はみられなかっ
た 7)。この結果から、NOAELを 3 mg/kg/dayとする。 

・ラットに 0、80 mg/kg/回を 7週間（3回/週）強制経口投与した結果、80 mg/kg/回群で被毛の
粗剛化、体重増加の抑制がみられた。なお、組織検査は実施されなかった 8) 。 

・マウスに 0、22、44、88、176、350 mg/kg/dayを 14日間（うち 12日間投与）強制経口投与し
た結果、44 mg/kg/day 以上の群の雄で体重増加の抑制、44 mg/kg/day 以上の群の雄及び 88 
mg/kg/day 以上の群の雌の前胃で過形成、88 mg/kg/day 以上の群の雄の食道で過形成、176 
mg/kg/day以上の群の雌雄の前胃で炎症、350 mg/kg/day群の雌で肝細胞の肥大、造血細胞の
増加がみられた。また、対照群を含む全ての群の肝臓で軽微な慢性進行性炎症がみられた 6)。

この結果から、NOAELを 22 mg/kg/day（曝露状況で補正：19 mg/kg/day）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、3、10、30 mg/kg/dayを交尾前 2週から妊娠 21日または 22日まで約 6週間強制
経口投与した結果、親ラットの受胎能への影響や母ラットへの影響はみられず、胎仔や出生

仔への影響もなかった 7)。この結果から、NOAELを 30 mg/kg/dayとする。 
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・ラットに 0、5、15、50 mg/kg/dayを妊娠 6日から 15日まで強制経口投与した結果、50 mg/kg/day
で体重増加のわずかな抑制がみられたが、胎仔では投与に関連した内臓系、骨格系の奇形等

はみられなかった 9) 。この結果から、母ラットの NOAEL を 15 mg/kg/day、仔の NOAELを
50 mg/kg/dayとする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道に対して腐食性を示す。眼に入ると発赤、痛み、重度の熱傷、皮膚に付くと

発赤、痛み、水疱、経口摂取すると胃痙攣、灼熱感、脱力感、吸入すると灼熱感、咳、息苦

しさを生じる 10) 。 
・本物質の臭気閾値（検知閾値）は 0.17 mg/m3、警告閾値は 1 ppm（3.69 mg/m3）との報告 11) が

ある。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られたNOAEL 3 mg/kg/day（血清
中のビリルビン濃度の上昇）を採用し、試験期間が短いために 10で除した 0.3 mg/kg/dayを暫
定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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